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１．はじめに
(1)対象事業実施区域《報告書2～3ページ》

2020年3月

凡例
：対象事業実施区域
：当社敷地（工場区域）
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(2)実証設備の配置《報告書3ページ》

１．はじめに

2020年6月

新設：第2号発電設備

タービン建屋

排熱回収蒸気発生器
（HRSG）

空冷復水器
（ACC)

廃止：第1号発電設備

事務所補助ボイラー

アンモニア
発生設備

用排水設備
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２．事後監視調査項目

更新計画の環境アセスメントは2014年12月18日に確定通知を受領済。
その後、「環境影響評価法」で定める軽微変更の範囲内で、計画の一部変更が発生したため、自主的に環
境影響評価を実施し、こちらも兵庫県に報告済(2016年8月)です。事後監視調査については、以下の10
項目を選定し、2022年度はそのうちの3項目について報告させていただきます。

《報告書6ページ》

注：１．調査項目は計画書の記載の事後監視調査項目を示し、各凡例は以下のとおりである。
■：報告済み、☑：今回報告対象、（＊）：環境保全協定書に記載の調査項目

２．重要な植物の生育状況及び生育環境については、これまで重要な種の生育の継続が確認されており、2020年度で事後監視
調査を計画通り終了したが、2021年度以降もこれまでと同様な生育管理を継続する。

３．当初計画していた2021、2022年度の防音壁の設置状況（低周波音）の事後監視調査については、2020年度の連続定格
負荷運転時の測定結果が現況実測値以下又はほぼ同レベルに低減されていることを確認したため、以降の実施はなし。

年度 
調査項目 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

対象事業等の工事の進行状況 ■ ■ ■ ■   

工事関係車両等の運行状況 ■ ■ ■ ■   

仮設防音壁の設置状況 ■ ■ ■ ■   

防音壁の設置状況（低周波音）    ■   

大気環境の状況（＊）    ■ ■ ☑ 

水環境の状況（＊） ■ ■ ■ ■ ■ ☑ 

重要な動物（鳥類）の繁殖状況 ■  ■ ■   

重要な植物の生育状況及び生育環境 ■ ■ ■ ■   

侵略的外来植物の除去等 ■      

産業廃棄物の発生量、処分量、処分方法等の状況 ■ ■ ■ ■ ■ ☑ 

 



© MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved. 6

３．調査報告
(1)対象事業等の供用後の状況《報告書6ページ》

主要な工事は2019年12月に完了し、その後2020年１月から６月にかけて建設工事完了後の試運転を
行った上で、同年７月より実証試験運転を開始しました。

現在は順調な実証試験並びに安定した運転を継続中です。

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

土質改良工事

土木建築工事

機械装置据付工事

試運転

実証試験

　　　　　　年度(期)
工程

2017年度 2022年度2021年度2018年度 2019年度 2020年度

汚染土壌除去工事(HRSGエリア)

工事着手(10/1)

運転開始
(7/1)

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

工事中 供用後

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検
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３．調査報告
(2)大気環境の状況《報告書8ページ》

施設の稼働に伴い発生する排ガスは、低NOxガスタービン
燃焼器及び高性能排煙脱硝装置を採用することにより、
窒素酸化物の排出濃度及び排出量を低減しています。

供用後(2022年度）の都市ガスを用いた実証試験運転中に４回の排ガス測定を実施し、煙突出口におけ
るばい煙処理による大気質の測定結果は、全ての項目でいずれの測定日も計画値を下回っているか同レベル
となっています。

排ガスに還元剤であるアンモニアを注入・混合し、触媒層を通過する際に、脱硝触媒によって、

排ガス中のNOXを無害のN2とH2Oとに分解してNOXの除去をはかるものである。

注：1.硫黄酸化物の排出濃度は湿りガスベースであり、実Ｏ2濃度における値を示す。
2.窒素酸化物及びばいじんの排出濃度は乾きガスベースであり、Ｏ2 =16％換算値を示し、排出量は実Ｏ2濃度により算出した値である。

煙突出口における施設の稼働に伴い発生した排ガスの測定結果(2022年度)

都市ガス 灯油 7月22日 9月22日 12月23日 2月21日
湿り 103m3

N/h 2,080 2,170 1,960 1,960 1,920 1,920
乾き 103m3

N/h 1,890 1,920 1,750 1,750 1,750 1,780
温度 ℃ 100 100 115 115 108 107
速度 m/s 26.1 27.3 25.9 25.6 24.9 24.2

排出濃度 ppm 0 0.18 <1 <1 <1 <1
排出量 m3

N/h 0 0.349 <1.8 <1.8 <1.8 <1.8
排出濃度 ppm 5.5 5.2 2 1 2 2
排出量 m3

N/h 18.8 19.2 5.3 3.5 5.3 7.1
排出濃度 mg/m3

N 0 0.023 <1 <1 <1 <1
排出量 kg/h 0 0.085 <1.8 <1.8 <1.8 <1.8

窒素酸化物

ばいじん

計画値（評価書） 実証試験運転項目

排出ガス量

煙突出口ガス

硫黄酸化物
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３．調査報告
(3)水環境の状況《報告書9～12ページ》

供用後における実証設備からの一般排水は、実証設備の既設流用した排水処理設備(①)で処理後、総
合廃水処理場(②)で、その他の工場排水と併せて再処理を行い、海域(高砂西港)に排出しています。
毎月1回の定期測定による総合廃水処理場処理水(●)の2022年度の測定値は、全ての項目でいずれの
月も瀬戸内海環境保全特別措置法の許可値(最大値)及び環境保全協定の許容限度の範囲内(水素イ
オン濃度)又は下回っています(その他の調査項目)。

供用後の排水系統図

新設

総合廃水処理場における処理水の測定結果(2022年度)

通常値 6.5～8.0 13.7 11.4 1.5(1.0) 15.6 0.4
最大値 6.5～8.0 20.0 20.0 2.0(1.5) 32.0 3.0

7.4 1.0 4.9 <0.5 6.4 0.120
7.3 2.0 5.2 <0.5 8.9 0.130
7.3 <1.0 4.8 <0.5 4.5 0.130
7.3 1.0 5.6 <0.5 5.1 0.150
7.5 2.0 5.7 <0.5 3.3 0.180
7.5 3.0 6.2 <0.5 4.3 0.190
7.4 2.0 6.9 <0.5 5.3 0.200
7.5 2.0 5.8 <0.5 4.6 0.140
6.9 1.0 5.8 <0.5 5.7 0.065
7.2 2.0 5.3 0.6 9.7 0.110
7.2 <1.0 5.8 <0.5 10.0 0.028
7.1 2.0 6.1 <0.5 7.4 0.073

2023年2月1日
2023年3月1日

2022年6月1日
2022年7月6日
2022年8月3日
2022年9月8日

瀬戸法の
許可値

（日間平均）

水素イオン
濃度

浮遊物質
量(㎎/L)

2023年1月11日
2022年12月7日

2022年5月11日

2022年10月5日
2022年11月9日

化学的酸
素要求量
(㎎/L)

N-ヘキサン
抽出物質
(㎎/L)

全窒素
(㎎/L)

全りん
(㎎/L)調査項目

11.4 － － －

2022年4月6日

5.0～9.0 13.7
協定の許容限度

注：1.瀬戸法の許可値の（）内の数値は、2023年2月から適用された値である。

②総合廃水
処理場

第2号発電設備
(2020年7月実証試験開始)

①排水処理
設備

純水
設備

第1号発電設備
(2019年10月廃止／一部流用)

工業
用水

生活
排水

浄化槽

浄化槽

高砂
西港

水質
測定点

上水

処
理
水
槽

生活排水

生活排水

工場排水

実証設備
排水

浄化槽

浄化槽


調査項目



				　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
調査項目 ネンド チョウサ コウモク		2017年度 ネンド		2018年度 ネンド		2019年度 ネンド		2020年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド

								建設工事期間中 ケンセツ コウジ キカン チュウ						稼働後3年 カドウ ゴ ネン

				対象事業等の工事の進行状況 タイショウ ジギョウ トウ コウジ シンコウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				工事関係車両等の運行状況 コウジ カンケイ シャリョウ トウ ウンコウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				仮設防音壁の設置状況 カセツ ボウオンヘキ セッチ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				防音壁の設置状況(低周波音) ボウオンヘキ セッチ ジョウキョウ テイ シュウハオン								〇		〇		〇

				大気環境の状況 タイキ カンキョウ ジョウキョウ								〇△		〇△		〇△

				水環境の状況(工事排水) ミズ カンキョウ ジョウキョウ コウジ ハイスイ		済 ス		済 スミ		〇		〇		〇△		〇△

				重要な動物(鳥類)の繁殖状況 ジュウヨウ ドウブツ チョウルイ ハンショク ジョウキョウ		済 ス				〇		〇

				重要な植物の生育状況及び生育環境 ジュウヨウ ショクブツ セイイク ジョウキョウ オヨ セイイク カンキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				侵略的外来植物の除去等 シンリャクテキ ガイライ ショクブツ ジョキョ トウ		済 ス

				産業廃棄物の発生量、処分量、処分方法等の状況 サンギョウハイキブツ ハッセイ リョウ ショブン リョウ ショブン ホウホウ トウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇		〇		〇

				〇・・・事後監視計画書記載の調査項目、△・・・環境保全協定書記載の調査項目 ジゴ カンシ ケイカクショ キサイ チョウサ コウモク カンキョウ ホゼン キョウテイ ショ キサイ チョウサ コウモク









工程



				　　　　　　年度(期)
工程 ネンド キ コウテイ		2017年度 ネンド				2018年度 ネンド								2019年度 ネンド								2020年度 ネンド								2021年度 ネンド								2022年度 ネンド

						3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q



				土質改良工事 ドシツ カイリョウ コウジ

				土木建築工事 ドボク ケンチク コウジ

				機械装置据付工事 キカイ ソウチ スエツケ コウジ

				試運転 シウンテン

				実証試験 ジッショウ シケン







汚染土壌除去工事(HRSGエリア)

工事着手(10/1)

運転開始
(7/1)

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

工事中

供用後

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検



工程(最新)



						2017年 ネン																								2018年 ネン																								2019年 ネン																								2020年 ネン

						1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12

				全体工程 ゼンタイ コウテイ















												月 ツキ						回 カイ				4						5						6						7						8				備考
（繁殖期） ビコウ ハンショクキ

				項目 コウモク

				イソシギ、コアジサジの
繁殖状況調査 ハンショク ジョウキョウ チョウサ														6						●				●		●		●		●				●												4～7月 ガツ



				ミサゴの繁殖状況調査 ハンショク ジョウキョウ チョウサ														3						●				●						●																4～6月 ガツ







土質改良工事(5ヶ月)

土木建築工事(11ヶ月)

機械装置据付工事(12ヶ月)

試運転(6ヶ月)

予定

実績

実証試験開始



排水系統

		供用後 キョウヨウ ゴ























































		工事中 コウジチュウ

























































処理水槽



水質調査

				◆総合廃水処理場における処理水の測定結果（2022年度） ソウゴウ ハイスイ ショリ ジョウ ショリ スイ ソクテイ ケッカ ネン ド



				調査項目				水素イオン濃度 ノウド		浮遊物質量(㎎/L)		化学的酸素要求量
(㎎/L)		N-ヘキサン抽出物質
(㎎/L)		全窒素
(㎎/L)		全りん
(㎎/L)





				瀬戸法の
許可値		通常値		6.5～8.0		13.7		11.4		1.5(1.0)		15.6		0.4

						最大値		6.5～8.0		20.0		20.0		2.0(1.5)		32.0		3.0

				協定の許容限度				5.0～9.0		13.7		11.4		－		－		－

				（日間平均）

				reserved-44657x1F				7.4		1.0		4.9		<0.5		6.4		0.120

				reserved-44692x1F				7.3		2.0		5.2		<0.5		8.9		0.130

				reserved-44713x1F				7.3		<1.0		4.8		<0.5		4.5		0.130

				reserved-44748x1F				7.3		1.0		5.6		<0.5		5.1		0.150

				reserved-44776x1F				7.5		2.0		5.7		<0.5		3.3		0.180

				reserved-44812x1F				7.5		3.0		6.2		<0.5		4.3		0.190

				reserved-44839x1F				7.4		2.0		6.9		<0.5		5.3		0.200

				reserved-44874x1F				7.5		2.0		5.8		<0.5		4.6		0.140

				reserved-44902x1F				6.9		1.0		5.8		<0.5		5.7		0.065

				reserved-44937x1F				7.2		2.0		5.3		0.6		9.7		0.110

				reserved-44958x1F				7.2		<1.0		5.8		<0.5		10.0		0.028

				reserved-44986x1F				7.1		2.0		6.1		<0.5		7.4		0.073

				注：１．瀬戸法の許可値の（）内の数値は、2023年２月から適用された値である。 チュウ セトホウ キョカチ ナイ スウチ ネン ガツ テキヨウ アタイ







排ガス計測



				項目						計画値（評価書）				実証試験運転

										都市ガス		灯油		44399		44461		44553		44978

				排出ガス量		湿り		103m3N/h		2,080		2,170		1,960		1,960		1,920		1,920

						乾き		103m3N/h		1,890		1,920		1,750		1,750		1,750		1,780

				煙突出口ガス		温度		℃		100		100		115		115		108		107

						速度		m/s		26.1		27.3		25.9		25.6		24.9		24.2

				硫黄酸化物		排出濃度		ppm		0		0.18		<1		<1		<1		<1

						排出量		m3N/h		0		0.349		<1.8		<1.8		<1.8		<1.8

				窒素酸化物		排出濃度		ppm		5.5		5.2		2		1		2		2

						排出量		m3N/h		18.8		19.2		5.3		3.5		5.3		7.1

				ばいじん		排出濃度		mg/m3N		0		0.023		<1		<1		<1		<1

						排出量		kg/h		0		0.085		<1.8		<1.8		<1.8		<1.8

				注：１．硫黄酸化物の排出濃度は湿りガスベースであり、実Ｏ２濃度における値を示す。 チュウ イオウサンカブツ ハイシュツ ノウド シメ ジツ ノウド アタイ シメ

				　　２．窒素酸化物およびばいじんの排出濃度は乾きガスベースであり、Ｏ２=16％換算値を示し、排出量は実Ｏ２濃度により算出した値である。 チッソ サンカブツ ハイシュツ ノウド カワ カンサンチ シメ ハイシュツ リョウ サンシュツ アタイ





産廃発生量

				◆供用後の実証試験に伴う産業廃棄物の発生量等（2022年度） キョウヨウ ゴ ジッショウ シケン トモナ サンギョウ ハイキブツ ハッセイ リョウ トウ ネン ド

																				（単位：ｔ） タンイ

				種　　類		調査結果 チョウサ ケッカ								評価書の予測結果 ヒョウカショ ヨソク ケッカ

						発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ		発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ

				汚泥 オデイ		1.5		1.5		(100%)		0.0		13.0		13.0		(100%)		0.0

				廃油		1.8		1.8		(100%)		0.0		3.0		2.7		(  90%)		0.3

				廃プラスチック類		10.2		10.2		(100%)		0.0		5.0		5.0		(100%)		0.0

				木くず		0.0		0.0		(   － 　)		0.0		3.0		3.0		(100%)		0.0

				金属くず		1.1		1.1		(100%)		0.0		5.0		4.0		(  80%)		1.0

				ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず		0.0		0.0		(　 0%)		0		1.0		0.9		(  90%)		0.1



				がれき類注		2.5		0.0				2.5

				合計 ゴウケイ		17.0		14.5		( 85%)		2.5		30.0		28.6		(  95%)		1.4

				注:がれき類については、評価書ではガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずに含めていたが、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定に基づき、分割して示す。 チュウ ヒョウカショ ハイキブツ ショリ オヨ セイソウ カン ホウ





調査業務委託先

				委託業務 イタク ギョウム		事業者名 ジギョウシャ メイ		所在地 ショザイチ

				ばい煙・水質調査 エン スイ シツ チョウサ		株式会社神戸工業試験場 カブシキガイシャ コウベ コウギョウ シケンジョウ		兵庫県加古郡播磨町北野添1丁目12番2号 バン ゴウ
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３．調査報告
(4)産業廃棄物の発生量、処分量、処分方法等の状況《報告書13ページ》

供用後(2022年度)の産業廃棄物全体の有効利用率は85%(発生量 17.0t、有効利用量 14.5t)であり、
評価書の予測結果の有効利用率95% (発生量 30.0t、有効利用量 28.6t)を下回っていますが、発生量
の全てが有効利用できない石綿含有スレート材である「がれき類」を除いた産業廃棄物の種類毎の有効利用
率は評価書の予測結果の有効利用率と同程度又は上回っています。

供用後の実証試験に伴う産業廃棄物の発生量等(2022年度) 単位：ｔ/年

発生量 有効利用量 (有効利用率) 処分量 発生量 有効利用量 (有効利用率) 処分量

汚泥 1.5 1.5 (100%) 0.0 13.0 13.0 (100%) 0.0

廃油 1.8 1.8 (100%) 0.0 3.0 2.7 (  90%) 0.3

廃プラスチック類 10.2 10.2 (100%) 0.0 5.0 5.0 (100%) 0.0

木くず 0.0 0.0 (   － 　) 0.0 3.0 3.0 (100%) 0.0

金属くず 1.1 1.1 (100%) 0.0 5.0 4.0 (  80%) 1.0

がれき類注 2.5 0.0 2.5

合計 17.0 14.5 ( 85%) 2.5 30.0 28.6 (  95%) 1.4
注:がれき類については、評価書ではガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずに含めていたが、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定に基づき、分割して示す。

(  90%) 0.1

種　　類
調査結果 評価書の予測結果

ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず 0.0 0.0

(　 0%)
0

1.0 0.9


調査項目



				　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
調査項目 ネンド チョウサ コウモク		2017年度 ネンド		2018年度 ネンド		2019年度 ネンド		2020年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド

								建設工事期間中 ケンセツ コウジ キカン チュウ						稼働後3年 カドウ ゴ ネン

				対象事業等の工事の進行状況 タイショウ ジギョウ トウ コウジ シンコウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				工事関係車両等の運行状況 コウジ カンケイ シャリョウ トウ ウンコウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				仮設防音壁の設置状況 カセツ ボウオンヘキ セッチ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				防音壁の設置状況(低周波音) ボウオンヘキ セッチ ジョウキョウ テイ シュウハオン								〇		〇		〇

				大気環境の状況 タイキ カンキョウ ジョウキョウ								〇△		〇△		〇△

				水環境の状況(工事排水) ミズ カンキョウ ジョウキョウ コウジ ハイスイ		済 ス		済 スミ		〇		〇		〇△		〇△

				重要な動物(鳥類)の繁殖状況 ジュウヨウ ドウブツ チョウルイ ハンショク ジョウキョウ		済 ス				〇		〇

				重要な植物の生育状況及び生育環境 ジュウヨウ ショクブツ セイイク ジョウキョウ オヨ セイイク カンキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				侵略的外来植物の除去等 シンリャクテキ ガイライ ショクブツ ジョキョ トウ		済 ス

				産業廃棄物の発生量、処分量、処分方法等の状況 サンギョウハイキブツ ハッセイ リョウ ショブン リョウ ショブン ホウホウ トウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇		〇		〇

				〇・・・事後監視計画書記載の調査項目、△・・・環境保全協定書記載の調査項目 ジゴ カンシ ケイカクショ キサイ チョウサ コウモク カンキョウ ホゼン キョウテイ ショ キサイ チョウサ コウモク









工程



				　　　　　　年度(期)
工程 ネンド キ コウテイ		2017年度 ネンド				2018年度 ネンド								2019年度 ネンド								2020年度 ネンド								2021年度 ネンド								2022年度 ネンド

						3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q



				土質改良工事 ドシツ カイリョウ コウジ

				土木建築工事 ドボク ケンチク コウジ

				機械装置据付工事 キカイ ソウチ スエツケ コウジ

				試運転 シウンテン

				実証試験 ジッショウ シケン







汚染土壌除去工事(HRSGエリア)

工事着手(10/1)

運転開始
(7/1)

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

工事中

供用後

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検



工程(最新)



						2017年 ネン																								2018年 ネン																								2019年 ネン																								2020年 ネン

						1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12

				全体工程 ゼンタイ コウテイ















												月 ツキ						回 カイ				4						5						6						7						8				備考
（繁殖期） ビコウ ハンショクキ

				項目 コウモク

				イソシギ、コアジサジの
繁殖状況調査 ハンショク ジョウキョウ チョウサ														6						●				●		●		●		●				●												4～7月 ガツ



				ミサゴの繁殖状況調査 ハンショク ジョウキョウ チョウサ														3						●				●						●																4～6月 ガツ







土質改良工事(5ヶ月)

土木建築工事(11ヶ月)

機械装置据付工事(12ヶ月)

試運転(6ヶ月)

予定

実績

実証試験開始



排水系統

		供用後 キョウヨウ ゴ























































		工事中 コウジチュウ



























































水質調査

				◆総合廃水処理場における処理水の測定結果（2022年度） ソウゴウ ハイスイ ショリ ジョウ ショリ スイ ソクテイ ケッカ ネン ド



				調査項目				水素イオン濃度 ノウド		浮遊物質量(㎎/L)		化学的酸素要求量
(㎎/L)		N-ヘキサン抽出物質
(㎎/L)		全窒素
(㎎/L)		全りん
(㎎/L)





				瀬戸法の
許可値		通常値		6.5～8.0		13.7		11.4		1.5(1.0)		15.6		0.4

						最大値		6.5～8.0		20.0		20.0		2.0(1.5)		32.0		3.0

				協定の許容限度				5.0～9.0		13.7		11.4		－		－		－

				（日間平均）

				reserved-44657x1F				7.4		1.0		4.9		<0.5		6.4		0.120

				reserved-44692x1F				7.3		2.0		5.2		<0.5		8.9		0.130

				reserved-44713x1F				7.3		<1.0		4.8		<0.5		4.5		0.130

				reserved-44748x1F				7.3		1.0		5.6		<0.5		5.1		0.150

				reserved-44776x1F				7.5		2.0		5.7		<0.5		3.3		0.180

				reserved-44812x1F				7.5		3.0		6.2		<0.5		4.3		0.190

				reserved-44839x1F				7.4		2.0		6.9		<0.5		5.3		0.200

				reserved-44874x1F				7.5		2.0		5.8		<0.5		4.6		0.140

				reserved-44902x1F				6.9		1.0		5.8		<0.5		5.7		0.065

				reserved-44937x1F				7.2		2.0		5.3		0.6		9.7		0.110

				reserved-44958x1F				7.2		<1.0		5.8		<0.5		10.0		0.028

				reserved-44986x1F				7.1		2.0		6.1		<0.5		7.4		0.073

				注：１．瀬戸法の許可値の（）内の数値は、2023年２月から適用された値である。 チュウ セトホウ キョカチ ナイ スウチ ネン ガツ テキヨウ アタイ







排ガス計測



				項目						計画値（評価書）				実証試験運転

										都市ガス		灯油		44399		44461		44553		44978

				排出ガス量		湿り		103m3N/h		2,080		2,170		1,960		1,960		1,920		1,920

						乾き		103m3N/h		1,890		1,920		1,750		1,750		1,750		1,780

				煙突出口ガス		温度		℃		100		100		115		115		108		107

						速度		m/s		26.1		27.3		25.9		25.6		24.9		24.2

				硫黄酸化物		排出濃度		ppm		0		0.18		<1		<1		<1		<1

						排出量		m3N/h		0		0.349		<1.8		<1.8		<1.8		<1.8

				窒素酸化物		排出濃度		ppm		5.5		5.2		2		1		2		2

						排出量		m3N/h		18.8		19.2		5.3		3.5		5.3		7.1

				ばいじん		排出濃度		mg/m3N		0		0.023		<1		<1		<1		<1

						排出量		kg/h		0		0.085		<1.8		<1.8		<1.8		<1.8

				注：１．硫黄酸化物の排出濃度は湿りガスベースであり、実Ｏ２濃度における値を示す。 チュウ イオウサンカブツ ハイシュツ ノウド シメ ジツ ノウド アタイ シメ

				　　２．窒素酸化物およびばいじんの排出濃度は乾きガスベースであり、Ｏ２=16％換算値を示し、排出量は実Ｏ２濃度により算出した値である。 チッソ サンカブツ ハイシュツ ノウド カワ カンサンチ シメ ハイシュツ リョウ サンシュツ アタイ





産廃発生量

				◆供用後の実証試験に伴う産業廃棄物の発生量等（2022年度） キョウヨウ ゴ ジッショウ シケン トモナ サンギョウ ハイキブツ ハッセイ リョウ トウ ネン ド

																				（単位：ｔ） タンイ

				種　　類		調査結果 チョウサ ケッカ								評価書の予測結果 ヒョウカショ ヨソク ケッカ

						発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ		発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ

				汚泥 オデイ		1.5		1.5		(100%)		0.0		13.0		13.0		(100%)		0.0

				廃油		1.8		1.8		(100%)		0.0		3.0		2.7		(  90%)		0.3

				廃プラスチック類		10.2		10.2		(100%)		0.0		5.0		5.0		(100%)		0.0

				木くず		0.0		0.0		(   － 　)		0.0		3.0		3.0		(100%)		0.0

				金属くず		1.1		1.1		(100%)		0.0		5.0		4.0		(  80%)		1.0

				ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず		0.0		0.0		(　 0%)		0		1.0		0.9		(  90%)		0.1



				がれき類注		2.5		0.0				2.5

				合計 ゴウケイ		17.0		14.5		( 85%)		2.5		30.0		28.6		(  95%)		1.4

				注:がれき類については、評価書ではガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずに含めていたが、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定に基づき、分割して示す。 チュウ ヒョウカショ ハイキブツ ショリ オヨ セイソウ カン ホウ





調査業務委託先

				委託業務 イタク ギョウム		事業者名 ジギョウシャ メイ		所在地 ショザイチ

				ばい煙・水質調査 エン スイ シツ チョウサ		株式会社神戸工業試験場 カブシキガイシャ コウベ コウギョウ シケンジョウ		兵庫県加古郡播磨町北野添1丁目12番2号 バン ゴウ
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４．おわりに
◆調査の実施、報告、公開方法《報告書14ページ》

2022年度事後監視調査結果については、計画書に基づき、取り纏めた報告書を2023年６月末までに兵
庫県に報告し、報告書は2023年8月10日～10月1日の間、当社ホームページ並びに高砂工場の正門受
付にて公開しました。

事後監視調査業務委託先

◆その他《報告書14ページ》

本事業の工事中及び供用後において苦情等は寄せられておらず、今後の事業の実施においても、環境保全
措置を確実に実施し、周辺環境の保全に努めて参ります。

委託業務 事業者名 所在地

ばい煙・水質調査 株式会社神戸工業試験場 兵庫県加古郡播磨町北野添1丁目12番2号


調査項目



				　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
調査項目 ネンド チョウサ コウモク		2017年度 ネンド		2018年度 ネンド		2019年度 ネンド		2020年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド

								建設工事期間中 ケンセツ コウジ キカン チュウ						稼働後3年 カドウ ゴ ネン

				対象事業等の工事の進行状況 タイショウ ジギョウ トウ コウジ シンコウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				工事関係車両等の運行状況 コウジ カンケイ シャリョウ トウ ウンコウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				仮設防音壁の設置状況 カセツ ボウオンヘキ セッチ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				防音壁の設置状況(低周波音) ボウオンヘキ セッチ ジョウキョウ テイ シュウハオン								〇		〇		〇

				大気環境の状況 タイキ カンキョウ ジョウキョウ								〇△		〇△		〇△

				水環境の状況(工事排水) ミズ カンキョウ ジョウキョウ コウジ ハイスイ		済 ス		済 スミ		〇		〇		〇△		〇△

				重要な動物(鳥類)の繁殖状況 ジュウヨウ ドウブツ チョウルイ ハンショク ジョウキョウ		済 ス				〇		〇

				重要な植物の生育状況及び生育環境 ジュウヨウ ショクブツ セイイク ジョウキョウ オヨ セイイク カンキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇

				侵略的外来植物の除去等 シンリャクテキ ガイライ ショクブツ ジョキョ トウ		済 ス

				産業廃棄物の発生量、処分量、処分方法等の状況 サンギョウハイキブツ ハッセイ リョウ ショブン リョウ ショブン ホウホウ トウ ジョウキョウ		済 ス		済 スミ		〇		〇		〇		〇

				〇・・・事後監視計画書記載の調査項目、△・・・環境保全協定書記載の調査項目 ジゴ カンシ ケイカクショ キサイ チョウサ コウモク カンキョウ ホゼン キョウテイ ショ キサイ チョウサ コウモク









工程



				　　　　　　年度(期)
工程 ネンド キ コウテイ		2017年度 ネンド				2018年度 ネンド								2019年度 ネンド								2020年度 ネンド								2021年度 ネンド								2022年度 ネンド

						3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q		1Q		2Q		3Q		4Q



				土質改良工事 ドシツ カイリョウ コウジ

				土木建築工事 ドボク ケンチク コウジ

				機械装置据付工事 キカイ ソウチ スエツケ コウジ

				試運転 シウンテン

				実証試験 ジッショウ シケン







汚染土壌除去工事(HRSGエリア)

工事着手(10/1)

運転開始
(7/1)

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

工事中

供用後

設備
点検

検証
試運転

設備
点検

検証
試運転

設備
点検



工程(最新)



						2017年 ネン																								2018年 ネン																								2019年 ネン																								2020年 ネン

						1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12

				全体工程 ゼンタイ コウテイ















												月 ツキ						回 カイ				4						5						6						7						8				備考
（繁殖期） ビコウ ハンショクキ

				項目 コウモク

				イソシギ、コアジサジの
繁殖状況調査 ハンショク ジョウキョウ チョウサ														6						●				●		●		●		●				●												4～7月 ガツ



				ミサゴの繁殖状況調査 ハンショク ジョウキョウ チョウサ														3						●				●						●																4～6月 ガツ







土質改良工事(5ヶ月)

土木建築工事(11ヶ月)

機械装置据付工事(12ヶ月)

試運転(6ヶ月)

予定

実績

実証試験開始



排水系統

		供用後 キョウヨウ ゴ























































		工事中 コウジチュウ



























































車両

				工事関係車両等の運行状況 コウジ カンケイ シャリョウ ナド ウンコウ ジョウキョウ																														最大台数/日 サイダイ ダイスウ ニチ





				　　　　　　　　　年月
　台数 ダイスウ		参考 サンコウ				工事中(建設試運転) コウジチュウ ケンセツ シウンテン						供用後(実証試験) キョウヨウ ゴ ジッショウ シケン																		実績最大
交通量 ジッセキ サイダイ コウツウ リョウ

						2018年 ネン				2020年 ネン																		2021年 ネン

						7月 ガツ		11月		4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		１月 ガツ		２月		３月

				計画(大型車)		261		82		2		2		2		－		－		－		－		－		－		－		－		－		(大型)
30台/日

(小型)
17台/日

(小型車換算)
151台/日 オオガタ ダイ ニチ コガタ ダイ ニチ コガタ カンサン ダイ ヒ

				計画(小型車)		82		54		29		29		29		－		－		－		－		－		－		－		－		－

				計画(換算※注1)		1249		421		38		38		38		－		－		－		－		－		－		－		－		－

				実績(大型車)		195		230		30		3		8		－		－		－		－		－		－		－		－		－

				実績(小型車)		38		45		17		20		17		－		－		－		－		－		－		－		－		－

				実績(換算※注1)		910		1073		151		33		53		－		－		－		－		－		－		－		－		－

				(計画‐実績)		339		△ 652		△ 113		5		△ 15		－		－		－		－		－		－		－		－		－







				注１：大型車の小型車換算係数4.47は、「ASJ RTN-Model2008」に基づく。 チュウ





排ガス計測



				項目						計画値（評価書）				実証試験運転

										都市ガス		灯油		44403		44452		44554		44245

				排出ガス量		湿り		103m3N/h		2,080		2,170		1,930		1,950		2,000		1,980

						乾き		103m3N/h		1,890		1,920		1,830		1,750		1,820		1,800

				煙突出口ガス		温度		℃		100		100		113		107		105		100

						速度		m/s		26.1		27.3		25.3		24.9		25.4		24.5

				硫黄酸化物		排出濃度		ppm		0		0.18		<1		<1		<1		<1

						排出量		m3N/h		0		0.349		<1.7		<1.7		<1.7		<1.9

				窒素酸化物		排出濃度		ppm		5.5		5.2		2		1		1		1

						排出量		m3N/h		18.8		19.2		4.9		3.3		3.5		3.7

				ばいじん		排出濃度		mg/m3N		0		0.023		<1		<1		<1		<1

						排出量		kg/h		0		0.085		<2		<2		<2		<2





産廃発生量

				◆工事に伴う産業廃棄物の発生量等 コウジ トモナ サンギョウ ハイキブツ ハッセイ リョウ トウ



				種　　類		調査結果 チョウサ ケッカ								評価書の予測結果 ヒョウカショ ヨソク ケッカ

						発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ		発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ

				廃油		6.8		6.8		(100%)		0.0		40.0		36.0		( 90%)		4.0

				廃プラスチック類		220.2		145.1		( 66%)		75.1		71.2		46.6		( 65%)		24.6

				紙くず		25.2		25.0		( 99%)		0.2		72.5		52.2		( 72%)		20.3

				木くず		317.4		315.3		( 99%)		2.0		256.0		205.0		( 80%)		51.0

				金属くず		43.9		42.7		( 97%)		1.1		21.1		18.0		( 85%)		3.1

				ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず		209.7		185.4		( 97%)		24.3		724.0		650.0		( 90%)		74.0



				がれき類注		626.6		622.7				3.9

				合計 ゴウケイ		1449.8		1343.1		( 93%)		106.8		1184.8		1007.8		( 85%)		177.0

				注:がれき類については、評価書ではガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずに含めていたが、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定に基づき、分割して示す。 チュウ ヒョウカショ ハイキブツ ショリ オヨ セイソウ カン ホウ



				◆供用後の実証試験に伴う産業廃棄物の発生量等（2020年度） キョウヨウ ゴ ジッショウ シケン トモナ サンギョウ ハイキブツ ハッセイ リョウ トウ ネン ド



				種　　類		調査結果 チョウサ ケッカ								評価書の予測結果 ヒョウカショ ヨソク ケッカ

						発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ		発生量		有効利用量 ユウコウ リヨウ リョウ		(有効利用率) ユウコウ リヨウ リツ		処分量 ショブン リョウ

				汚泥 オデイ		2.8		2.8		(100%)		0.0		13.0		13.0		(100%)		0.0

				廃油		0.0		0.0		(　－　)		0.0		3.0		2.7		( 90%)		0.3

				廃プラスチック類		8.2		8.2		( 100%)		0.0		5.0		5.0		(100%)		0.0

				木くず		1.0		1.0		( 100%)		0.0		3.0		3.0		(100%)		0.0

				金属くず		11.0		9.2		( 84%)		1.8		5.0		4.0		( 80%)		1.0

				ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず		12.4		11.2		( 90%)		1.2		1.0		0.9		( 90%)		0.1



				がれき類注		0.0		0.0				0.0

				合計 ゴウケイ		35.3		32.3		( 91%)		3.0		30.0		28.6		( 95%)		1.4

				注:がれき類については、評価書ではガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずに含めていたが、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定に基づき、分割して示す。 チュウ ヒョウカショ ハイキブツ ショリ オヨ セイソウ カン ホウ





Sheet1
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